
事業の計画・内容
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31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める

Ａ

総合評価子どもたちは不登校を訴えながら、その中で、友だちのこと、両親のこと、勉強のこと等様々な思いを心の
中で巡らせています。ふれあい教室では、こうした子どもたちの揺れる心をしっかり受け止め、子どもたち自
身が自分の力で立ち上がり、色々なことに挑戦していこうとする意欲をもてるよう支援しています。学校はも
とより保護者や地域、そして、医療等の関係機関と十分連携を取りながら、体制としては、今後も継続して
子どもたちの自立を見守っていきたいと考えています。
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H18（目標）指標設定の考え方

不登校を訴えた児童生徒が学校復帰
できた割合

％
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目標

教育相談や適応指導によって、不登校の症状を解消して、学校へ
再登校することや進学が実現する等、児童生徒が自立できるよう
にどれだけ支援できたかが指標となります。
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事業の目的の成果を測る指標

1,514

900

8,633

2,812

7,733

１．児童生徒及びその保護者との教育相談活動
２．不登校児童生徒に対する適応指導活動
３．不登校の実態把握
４．教育相談にかかわる教職員の研修活動

終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

不登校児童生徒及びその担任と保護者

事業名

基本施策

960

伊賀市　事務事業評価シート

不登校児童生徒が学校復帰します。また、子どもたちの社会的自立が実
現します。

成果（どうなるのか）

適応指導教室事業

担当部課名 児童生徒指導経費教育部　学校教育課

1,800 1,800

0.125 0.25 0.25
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適応指導教室は、現在、「伊賀市教育研究センターふれあい教室」という名称で活動しています。不登校児童生徒の増加に伴い平成５年度に設置
され、子どもたちの居場所としての環境整備をしてきました。毎年、２０～３０人の児童生徒が通級していますので、教育相談と適応指導の場を提供
し、再登校に向けての支援をています。教室環境についても、相談室、プレイルーム、学習室を整備しています。さらに、指導補助員として常勤職員
２名、カウンセラーとして非常勤２名を配置しています。保護者の方々や教職員にとっても教育相談の場として活用されています。改善点としまして
は、不登校という状況は同様であっても、個々の背景は様々です。今後、カウンセラーによる専門的な支援と教育相談員、指導補助員による適応指
導をより充実したものにする必要があります。

実績値 目標値

100

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


